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女子学生の身体意識に関する研究












































































































身長（cm） 158．6 158．5 159．6　　　　　　　　159．5　　　　　　　　157．9
（5．0） （4．7） （4．9）　　　　　　　　（4，3）　　　　　　　　（4．8）




























































































































































































































































































設　問 質問項目 カテゴリー 肥満　　　　　普通人数（％）　人数　（％）
＋6～＋10kg 3 （10．7） 0 （0．0）
問9 体型を変え かえたい 101 （100） 49 （80．3）
たいか 現在のまま 0 （0、0） 12 （19．7）
問10 どのように体型 痩せたい 101 （100） 49 （100）
を変えたいか 太りたい 0 （0．0） 0 （0．0）
問11 細くしたい 腹 69 （62、2） 32 （65．3）
部　位 大腿 71 （64，0） 23 （46．9）
ふくらはぎ 41 （36．9） 21 （42．9）
足首 28 （25．5） 9 （18．4）
上腕 22 （19．8） 4 （8．2）
前腕 11 （9、9） 1 （2．0）
顔 15 （13．5） 9 （18．4）
その他 16 （14、4） 2 （4．1）
問12 過去のダイエット ある 60 （54．1） 21 （34、4）
の有無 ない 51 （45．9） 40 （65．6）
問13 現在のダイエット している 8 （7．2） 3 （4，9）
の有無 していない 103 （92．8） 58 （95．1）
問14 食事回数 1回 0 （0．0） 0 （0．0）
2回 4 （3．6） 7 （11．5）
3回 96 （86．5） 53 （86．9）
4回 9 （8．1） 1 （1、6）
5回 2 （1．8） 0 （0、0）
問15 好みの食べ物 穀類 32 （28．8） 20 （32、8）
肉類 47 （42．3） 24 （39．3）
魚類 24 （21．6） 11 （18．0）
野菜類 109 （98、2） 25 （41．0）
果物類 56 （50．5） 35 （57．4）
乳製品 22 （19．8） 12 （19．7）
　設問8は体重の変化のあった者の具体的増減量を示した。両意識群の体重減
少者，体重増加者とも，増減3kg範囲の者が一番多く，ついで増減3～6　kg
であり増減6～10kgは普通意識群のみ10％であった。増減3kgという値は
それほど影響はないとも言えなくもないが，彼女達にとって体重の1目盛りの
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増減は，意識に大きく影響するのであろう。
3）体型変化の希望
　設問9は「体型を変えたいか」という問に対する回答を示し，設問10では，
問10で「変えたいという」学生に痩せたいのか，太りたいのかを調査した。
　体型の変化を希望する学生は，普通意識群では約80％が，肥満意識群では
100％であり，それらの具体的希望は，両群とも100％「痩せたい」であっ
た。ここでも女子大生のスリム願望の強さがわかる。しかしこの結果は，あく
までも希望であり，どれ程の学生が，どの様にこの願望を叶える為，また肥満
意識コンプレックスを解消しようとしているのか，興味のあるところである。
　設問11では設問10で「痩せたい」と回答した学生に対し，細くしたい具
体的部位を調べたところ，設問6の気になる部位の回答と同様，腹部，及び脚
部が多かった。
1）身体活動の有無
　設問1で日常生活での運動習慣について調査した。運動をしている学生が普
通意識群では42．6％，肥満意識群では49．5％で，両群とも約半数近くの学生
に運動習慣があった。
　設問2では1回に行う運動時間について調べたが，両意識群とも1時間か
ら3時間の範囲以内でばらつきが見られた。また設問3で運動頻度を調べた
が，ここでもぱらつきがみられたがその中でも，全意識群とも週2～3回が多
かった。これらのぱらつきは，クラブ活動の活動頻度に左右されるものと思わ
れる。
2）　ダイエット
　設問12は過去のダイエット経験，設問13で現在はダイエットをしている
かを調査した。普通意識群は34．4％の学生がダイエット経験があるのに対し，
肥満意識群では54．1％と肥満意識群の方が多かった。また現在ダイエットを
している学生は肥満意識群では7．2％で普通意識群は4．9％であった。この肥
満意識群の値は，設問9，10で100％の学生が痩せたいと希望しているのに
対し，少ない値ではないかと思われる。これは「自分は太っている」と意識して
いるが，それほど深刻には受け止めていないあらわれではないかと思われる。
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しかし，肥満意識群で実際に太めである学生は僅か10％という結果から考え
ると，肥満に対する意識の重みというものがあるのではないかと思われる。
3）食事回数
　設問14では1日の食事回数について調査した。本学女子学生は両意識群と
も3回が約90％と高い回答があった。2回は，肥満意識群で3．6％，普通意
識群で11．5％と少なかった。Fabry，　P．　etg）1°）らは，食事回数と月巴満の関係に
ついて，食事の回数が3回以下は3～4回よりも肥満度の頻度が高くなると報
告している。これらの学生には正しい食事の指導が必要であると思われる。
4）　好きな食べ物
　設問15では好きな食べ物を調べた。回答は複数回答である。両意識群とも，
果物類，野菜類が多く，食事に関する意識はヘルシー思考であることが伺われ
る。普通意識群ではぼらつきがみられた。これは好き嫌いが少ないことを意味
する。肥満意識群では，野菜類を選んだ学生が98．2％もいるということは，
痩せたいという意識の現れであろう。
お　わ　り　に
　本研究は女子大生を対象に，体型に関するアンケート調査を行い，身体意識
と肥満度の関係を調べることを目的とした。15の設問を持つアンケートを180
名の女子大生を対象に行った。また形態測定として身長と体重を測定し，肥満
度は標準体重を用いて判定した。得られた結果は下記の通りである。
1）　180名の内，肥満だと感じている学生は全体の61．7％であった。しかし，
　　この内肥満度10％を越える学生は13．5％であった。
2）　判定体重と肥満意識の関係は，測定体重が50kgを越えると肥満と感じる
　　学生が7割を占めた。しかし，肥満度で10％を越える者は約10％程度
　　であった。
3）体重に関するアンケートを集計すると，肥満意識群は，意識はしているが
　　その努力，例えぽダイエットや運動を実際に行う者は少ない傾向にあっ
　　た。
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　今回，客観的指標として用いた標準体重による肥満度を本学の女子学生にあ
てはめると，肥満と判定される者は，全体の13．5％であった。しかし意識と
して肥満を感じる老は全体の60％を越え，意識と客観的指標との差が明らか
になった。またこのような意識を左右する一つの因子として体重が上げられる
が，それは50kgが閾値になっているように思われる。
　女性は“美”への意識が高いゆえ，スリム願望が強く，このために自己の肥
満判定基準をシビアにしがちなのであろう。
表1．調査に使用されたアンケート
　　　　　　　　　　日常生活と運動量についてのアンケート
　　学籍番号（　　）年齢（　 ）氏名（　　　　 ）
一身体形態について一
　（1）身長　　　　　cm　　　　（2）埜璽L＿一
一 日常の運動について一
問1あなたは定期的に運動していますか。
　（1）している　　　　　（2）していない
問2澗1．に回答した人で、その運動は1回につき平均何時間の運動でしたか。
　（1）1時間未満
　（2）1時間～1時間30分来満
　（3）1時間30分～2時間未満
　（4）2時間～2時間30分未満
　（5）2時間30分～3時間未満
　（6）3時間以上
間3．問1．に答えた人でその運動は週あたり何回行っていましたか。
　　週
一身体意識について一
問4．あなたは自分の体型をどう思いますか。
　（1）痩せ過ぎ　（2）痩せ気味　《3》普通　（4）太り気味　（5）太り過ぎ
問5．問1で（4）（5）と答えた人であなたはどのような体質だと思いますか。
　（1）脂肪太り　（2）筋肉太り　（3）筋肉・脂肪混合太り　（4）その他
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問6．問1で（4）　（5）と答えた人で、どこの脂肪からつきはじめてきましたか。
　（どこの脂肪から気になりましたか）
　（1）下腹部（2）横腹（3）背中（4）顔．顎（5）脚部（6）上腕部
　（7）前腕部　　（8）胸
問7．高校時代と現在の体重は変わりがありますか。
　（1）変わりない　　（2）増えた　　（3）減った
問8澗7で（2）　（3）と答えた人でどのくらいの変化がありますか。
　（1）－3kg未満　（2）－3kg～－6kg未満　（3）唱kg～－10kg未満
　｛4）－10kg～－15kg未満　（5）・15kg以上（　　　　　kg）
　‘5）＋3kg未満　　（6）＋3kg～＋6kg未満　（7）＋6kg～＋10kg未満
　（8）＋10kg～15kg未満　　（9）＋15kg以上（　　　　　kg）
問9．あなたは今の体型を変えたと思いますか。
　　（1）変えたい　　（2）現在のままでよい
問10問9で（1）と答えた人でどのように変えたいですか。
　（1）痩せたい　　（2）太りたい
問11澗10で（1）と答えた人で特にどの部分を細くしたいですか。
　　（1）お腹　　（2）大腿部（3）ふくらはぎ　（4）足首　（5）上腕
　　（6）前腕　 （8）顔　（9）その他（　　　　　）
問12．あなたは過去にダイエットをしたことがありますか。
　（1）ある　 （2）ない
問13．あなたは現在ダイエットをしていますか
　（1）している　　（2）していない
一日常生活について一
問14．あなたは食事は1日何回とりますか。
　　｛1）1回　（2）2回　（3）3回　（4）4回　（5）その他（　　　回）
問15．あなたの食の好みはどれですか。
　　（1）穀類　（2）肉類　（3）魚介類　（4）野菜類（5）果物類（6）乳製品
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